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3 年ほど前の編集後記に，「健康政策・施策に直接影

響する日本の論文が増加してくることは，判断材料が

質・量共に高まることであり，公衆衛生の現場である保

健所にいる私には大変心強く感じられます。」と書いた

ことがあります。時は経ち，今年第57巻第 3 号の編集後

記で「公衆衛生実践家からの投稿が増えないと，本誌の

掲載論文数の増加は実現できません。」とあります。実

際，最近の本誌掲載論文の筆頭著者所属を見ると，やは

り大学・大学院や研究機関が最も多く，公衆衛生実践現

場に所属する筆頭著者でも大学・大学院や研究機関関係

者の協力のもとに執筆されている場合が多いようです。

このような論文執筆の経験を経て，公衆衛生実践家とな

る方々も少なからずいるはずです。そのような若き実践

家の方々が現場で論文を執筆する風土が醸成されている

かどうかも重要な点ではないでしょうか。本誌の編集委

員を務めさせていただいてからずっとこのことを考えて

きましたが，若い実践家達が自ら論文を書き，他の実践

家の論文も引用して健康政策・施策に応用しようという

意気込みを持てるような現場でありたいものだと思いま

す。そのために行うべきことは具体的に何でしょうか。

今秋の日本公衆衛生学会総会は「公衆衛生の発展に向け

て―調査研究から政策へ―」を主題として開催されます

ので，これを機会に大いに議論を深めたいものです。

（古屋好美）


